
顔を近づけなくても

分かルンです︕
書けルンです︕

⼤阪会場 Cグループ
⾼原 利和、熊⾕ 諒⼦、若⽥ 哲史、堀井 陽平

IT化は進んでいても…

紙の書類はまだまだなくならないようです

「サインをお願いします」
最近、署名を求められたことは︖

⽇本視覚障害者団体連合，読み書きが困難な弱視（ロービジョン）者の
⽀援の在り⽅に関する調査研究事業，2016

紙を差し出される→全体に⽬を通す→記⼊欄を確認する→書く

ロービジョン者のうち 77.5% が
「書字に困りごとを抱えている」

と回答した調査報告があります

顔に触れるほど
近づけないと
探せない

数⽂字ずつ
読むしかない

⼀度⽬を離すと
⾒失ってしまう

時間がかかる︖ 家に持ち帰らないと
いけない︖

ということは…

ってこと︕

ロービジョン者だと、こんな困りごとが…



便利な道具はないの︖

スマホのアプリやカメラ

などなど、課題はいっぱい︕

ルーペ携帯型拡⼤読書器

⼀度に確認できる範囲が
限られている

多様な書式に
対応しきれない

記⼊場所を的確に
⽰してくれない

こんな⾯倒ごとを解決 します︕

誰かに教えて
もらわないと…

時間を
かけないと…

家に持って
帰らないと…

正⾯イメージ 側⽅イメージ 使⽤イメージ

私たちが取り組むのは
ロービジョン者が、

書類記載にかかる時間 や書類記載時に感じる⼼⾝のストレス を

軽減することを⽬的とした⽀援機器です

プロトタイプのイメージ

既存ソリューションが読むことを補助するのみであるのに対し、本機器は
さらに、外出先でも「短時間」かつ「ひとりで書ける」を補助します︕

⽂字の拡⼤・⽩⿊反転・表⽰⾊の
変更は、画⾯タッチで簡単に⾏えます

記載場所を光や⾳声で
誘導してくれます

⾳声でガイド

書く

プロトタイプの特徴

既存のソリューションと違うところは︖

読む

光で記⼊場所を
強調︕



65歳男性、強度の弱視（弱視メガネを使⽤している）

(装置を想定して模擬的に実施)

実際に試していただきました︕

※ご本⼈の了承を得て
撮影しています

別のロービジョン者でも時間が
短縮できて、

使ってみたい

という感想もありました︕

製品イメージ

カメラでペン先を認識
するペン

ペンのカメラを表⽰する装置

使⽤イメージ

モノの動き

カネの動き

ビジネスモデル/市場規模
（開発補助）

SOM
実際に獲得できる

市場

SAM
実際にサービスを
提供できる市場

TAM
獲得できる可能性のある

市場全体
444億円

⾝体障害者⼿帳を有するロービジョン者 約220,000⼈

320億円
過去30年間の拡⼤読書器の⽀給件数累計（推定値）

約160,000台

24億円
1年間の拡⼤読書器の新規⽀給件数（推定値）

約12,000台

新しい⽀援機器を200,000円とすると…

ビジネスモデル/市場規模

1) 厚⽣労働省「令和４年⽣活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等
実態調査）」の視覚障害者数から推計値を算出

2) ⽇本障害者雇⽤促進協会「重度視覚障害者に配慮した職場改善に関する研究 報告
書」の拡⼤読書器⽀給件数から推計値を算出



フェーズ1: ニーズ調査・アイデア創出 （完了）

フェーズ2: コンセプト設計・試作 （進⾏中）

フェーズ3: 知的財産権の取得・改良

フェーズ4: 量産・市場展開

フェーズ5: 拡⼤展開・ライセンス戦略

2025 4⽉上旬︓JST(SBIR)助成⾦申請
試作品開発、ユーザーテスト（進⾏中）

2026 特許・商標出願（JSTの進捗により前倒し可能）
製品デザインのブラッシュアップ

量産試作
⽇常⽣活⽤具として⽀給

企業ライセンス契約など

2027

ロードマップ チームメンバー

⾼原 利和 熊⾕ 諒⼦ 若⽥ 哲史 堀井 陽平
作業療法⼠ 作業療法⼠ 理学療法⼠ 理学療法⼠
⼤阪たつみ

リハビリテーション病院
神⼾⼤学

⼤学院保健学研究科
上京診療所 たかの橋中央病院

開発のために、エンジニアの協⼒が必要です︕

まだまだなくならないこの⾔葉に、
すぐに応えられるように

「サインをお願いします」

私たちと⼀緒に、実現しませんか︖
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